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童子的状態の空間における距離

富山大 ･理 平山 実

ヒルベルト空間flの正規直交系をなすN個のベクトルの組

甘-(座1>,砂 2>,- ,砂N>)

はN枠と呼ばれ,集合

[叫-くせu:u∈U(N))

はN平面と呼ばれる.hのベクトルから作られるN平面の全体GNは複素次元N (dimh-
N)の多様体となりグラスマン多様体と呼ばれる.ここでは

(a)GNの2点 [甘]と [◎]の間の距離d ([甘], [中])を求めること.
(b)その距離が三角不等式

d(回,[0])≦d(lg],[三】)十d([=日｡])
をみたすことの証明.

(C)距離公式をAnandan-Aharonov型不確定性関係式へ応用すること.

を行った.本稿では (C)についてのみ記す.尚,稿末に現れる不等式の右辺が
d([甘くtl)] , [甘(t2)] ) を表している.

時間･エネルギー不確定性関係式は

･.i△II≧言
で与えられる.ここでAはtを陽に含まない演算子で

△.4= <坤 )l･4214,(i)>-<坤 )刷i(I)>2

である.これに対し,1990年にAnandanとAharonov一は

J:2△f(i)di≧払 rccos(I<帖 )仰 2),J)
なる不等式を導いた.H(i)は一般には時間に依存してもよいものとし,そのバラツキは

△f(i)- <車(i)Ill(i)21坤 )>-<坤 )Ill(i)I坤 )>2

で定義される.Arccosが現れるのは,複素射影空間の幾何学による. (a)と (b)の結
果から

<励摘軌(I)>-6.･,･, 2,1-1,2,-,N

をみたすN個のベクトルの組に関するエネルギーのバラツキ
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△fN(l)-

が,不等式

N N

∑<4,1･(I)ill(i)2軌(i)>-∑l<i,.(i)Ill(I)lh･(i)>12
1'=l t',)'=1

/:2△LIN(i)dL≧h
をみたすことが導かれる.但しIC.(t,,t2)は下で定義されるNXN行列l((t-,
t2)の固有値である.

jl(ll,l2)-(a,･,I(ll,i2)),a,･,.(ll,l2)-<軌(il)14,,･(l2)>

K(il,l2)-.Af(ll,i2).4(Ll,l2)
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